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農林水産・食品分野における知的財産権制度活用優良企業等表彰実施要領 

制定 令和６年８月５日６輸国人第30号 

農林水産省輸出・国際局長通知 

 

 

 

（趣旨）  

第１条 農林水産・食品分野において、知的財産権その他の知的財産保護の枠組み（以下単に「知

的財産権」という。）を戦略的に用いて、その有する知的財産を効果的に保護・活用し、事業経

営等の発展に顕著な成果を収めた企業、農業協同組合その他特別の法律により設立された法人、

地方公共団体、法人格を有しない社団（団体の規約があり、代表の定めがあるものに限る。）

又はこれらのグループを顕彰することにより、優良事例の横展開を図り、もって我が国農林水

産・食品分野における知的財産マネジメント能力の向上に寄与する。 

 

（表彰の方法） 

第２条 表彰は、被表彰者に対して表彰状及び副賞を授与してこれを行う。 

 

（表彰式） 

第３条 表彰式は、毎年４月に開催するものとする。 

 

（被表彰者の数） 

第４条 被表彰者の数は、農林水産大臣表彰を１、輸出・国際局長表彰を２以内とする。 

 

（被表彰者の公募） 

第５条 輸出・国際局長は、被表彰者を公募することができる。 

 

（被表彰者の推薦） 

第６条 輸出・国際局長は、地方農政局長（北海道農政事務所長及び内閣府沖縄総合事務局長を含

む。）に、被表彰者の候補者を推薦させることができる。 

２ 輸出・国際局長は、関係団体の長等に対し、被表彰者の候補者の推薦を求めることができる。 

 

（被表彰者の決定） 

第７条 輸出・国際局長は、選考委員会に諮ったうえで、被表彰者を決定する。 

 

（選考委員会） 

第８条 選考委員会の委員は、農林水産・食品分野における知的財産の保護・活用に関し、学識

経験を有する者のうちから輸出・国際局長が委嘱する。 

２ 委員の数は、８名以内とし、任期は２年とする。 
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３ 委員会に委員長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

４ 委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委員会に諮って定める。 

 

（選考基準） 

第９条 知的財産権制度等の運営への貢献又は活動状況について定性的な評価を行うこととす

る。具体的には、以下の（１）及び（２）の取組について、評価の観点を踏まえ、選考委員

が、50 点満点で採点するものとする。 

（１）農林水産・食品分野における知的財産の保護・活用に関する取組 

【評価の観点】 

① 事業戦略と連携した知的財産戦略の策定及び知的財産権の効果的な活用 

② ①のために必要な組織体制・外部連携体制の整備 

③ ①のために必要な知的財産人材の育成 

④ その他特記すべき取組 

【評価指標】 

Ａ：非常に優れている（２１～２５点） 

Ｂ：優れている（１５～２０点） 

Ｃ：普通である（１０点） 

Ｄ：評価外（０点） 

 

（２）農林水産・食品分野における知的財産の保護・活用による成果 

【評価の観点】 

① 知的財産権を活用した生産性や付加価値の向上 

② 知的財産権を活用した販路・ビジネスの創出・拡大 

③ 知的財産権を活用した輸出拡大・グローバル展開 

④ 知的財産権を活用した地域との連携と地域農業の活性化 

⑤ その他特記すべき成果 

【評価指標】 

Ａ：非常に優れている（２１～２５点） 

Ｂ：優れている（１５～２０点） 

Ｃ：普通である（１０点） 

Ｄ：評価外（０点） 

 

（通知） 

第10条 輸出・国際局長は、被表彰者を決定したときは、その旨を速やかに被表彰者に通知する

ものとする。 

 

附 則 

この要領は、令和６年８月５日から施行する。 


